建物名称に含まれる地域名分布の圏域推定とその地理的要因に関する研究 : 自由が丘駅周辺を対象として by 丸口 哲央
平成２９年度修士論文 
 
 
 
 
 
「建物名称に含まれる地域名分布の圏域推定と 
     その地理的要因に関する研究  
         ー自由が丘駅周辺を対象としてー」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
首都大学東京大学院 都市環境科学研究科 都市システム科学域 
 
16887404 丸口 哲央 
指導教員 玉川 英則 
 
目次 
第１章 序論・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1 
 1-1. 研究背景・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2 
 1-2. 既往研究・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3 
 1-3. 研究目的・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5 
 1-4. 研究対象地域と研究方法について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6 
 参考文献・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7 
   
第２章 自由が丘周辺の地名の特徴について・・・・・・・・・・・・・・・・・8 
 2-1. 対象地域についての地誌・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・9 
 2-2. 建物名称に含まれる地域名分布の抽出と基本分布傾向について・・・・・・・・10 
 2-3. 対象地域の地名について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12 
 参考文献・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・26 
 
第３章 地名付き建物名称の分布について・・・・・・・・・・・・・・・・・・27    
 3-1. 本章の意義・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・28 
 3-2. 分析方法・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・28 
 3-3. 同一名称の住所との一致不一致について・・・・・・・・・・・・・・・・・29 
 3-4. 住所との一致についてのまとめ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・32 
 3-5. 建物名称の分布について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・33 
 3-6. 建物名称分布についてのまとめ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・52 
  
第４章 名称密度等高線図による分析・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・53 
 4-1. 本章の意義・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・54 
 4-2. 分析方法・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・55 
 4-3. 80m名称密度等高線図の分析結果・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・63 
  4-4. 自由が丘周辺の 400m名称密度等高線図の分析・・・・・・・・・・・・・・・64 
  4-5. 名称密度等高線図を用いた圏域の推定・・・・・・・・・・・・・・・・・・・68 
 4-6. ４章のまとめ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・73 
 
第５章 総括・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・74 
 5-1. まとめ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・75 
 5-2. 結論・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・76 
 5-3. 結論をふまえた考察・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・77 
 5-4. 今後の課題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・78 
 参考文献・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・79 
1 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第 1章 序論 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2 
 
1-1. 研究背景 
 多くの建物には名称がつけられているが、その名称の一部に地名が含まれていることが
しばしばある。しかし、その地名の含まれる建物の命名について厳格なルールは存在せず、
そのため実際に立地する地域の地名とは異なる地名が建物名称として採用されている事例
も少なからず存在する。東京都港区には JR品川駅が存在するが、品川区という行政区画は
別に存在し、「品川」という地名は東京都品川区品川地域のことを指すが、近年では港区の
品川駅周辺を含めることも多い。品川駅は港区に立地しているにもかかわらず、「品川」の
名を冠しており、一般に広く受け入れられている。これは行政上の「品川」の範囲と、一
般に認識されている「品川」の範囲が異なることを意味し、後者の方がより広い範囲を指
すことを示唆している。また住宅の名称においても「自由が丘」という地名は行政区画上
での東京都目黒区自由が丘のことを指して用いられる場合が多いが、近年では自由が丘駅
周辺の商業地域も含めて、地名の存在しない世田谷区内の建物にも用いられることも見て
取れる。 
 また近年、「住みたい街ランキング」※１、「住みよさランキング」※２といったメディアに
よる居住に着目した地域や駅周辺地域の格付けがなされるようになり、人々の居住選好に
影響を与えるようになっている。このような中、名称に地名を含む建物の中でもマンショ
ンやアパートといった集合住宅は名称による影響は大きく、命名の際にどの地名を採用す
るかは不動産業者にとって重要な意味を持つと考えられる。ゆえに、建物名称に地名が採
用される際には、その地名を付けることに何らかの意図が反映されていると考えることが
できる。そこで、建物名称に含まれる地名の空間分布に着目し、その拡がりを観察、分析
することで、都市構造の一端を明らかにしていくことは意義があると考える。 
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1-2. 既往研究 
地名の伝播、拡がりの様相を観察した研究 
 地名によるイメージ形成に着目した研究は以下のようなものがある。地名呼称の分布に
ついて仲間※3 は自由が丘とその周辺地区において観察することにより、自由が丘の地区イ
メージの分布構造について地形と眺望景観が大きな要因となっているということを明らか
にした。身近な都市空間において現在地名がどのように利用され、その場所のイメージ形
成にどう影響しているかという観点からアプローチした先駆的な研究であると考えられる。
大友、齋藤※4らは、「自由が丘」という名称の付く建物の分布に着目し、同一地名の付いた
建物名称について経年的に観察することで、命名の判断要因を考察した。これらの自由が
丘とその周辺について着目した研究において明らかになっていることとしては(1)自由が丘
という名称の拡がりには空間的な要因として地形のまとまりが空間的なまとまりを感じさ
せる要素となり、名称を用いる際の判断に一定の影響を与える。(2)地名の空間分布に着目
することにより、地域イメージを抽出することができる。という二点である。 
山崎、藤井、曲渕、伊藤※5 らは、都市における場所の拡がりを地名、駅名の付与された名
称を持つ建物分布を観察、明らかにし、場所の拡がりをポテンシャル図として可視化した。
自由が丘などの特定の地域に限らず、東京 23区という広範囲で地名の拡がりについて研究
した事例である。 
 いずれの研究においても地名を含む建物名称の分布の様相を観察し分布要因について考
察しているが、点としての建物の分布を拡がりとして捉えており面としての拡がりである
圏域を示した研究は存在しない。 
 
図１ 地名付建物の分布と注目箇所 大友、齋藤※4らより 
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 また地名呼称、地区・地域名と地域イメージに関して駅名、地名の持つイメージに着目
した研究として、倍田、大佛※6 らは、人々が抱く地域イメージの一端が建物名称の空間分
布に反映されていると考え，建物名称に付与される駅名・町名の空間分布をもとに地域イ
メージの一端を定量的に抽出する方法について検討した。その結果、駅名や町名に備わる
イメージの差異が建物名称の広がりに影響を与えていることを明らかにした。大佛、小川※
7 らも、建物名称に着目し、「地域名称命名モデル」を構築し、地域イメージの魅力度を定
量的に抽出することに成功した。この構築したモデルによれば，大規模なアンケート調査
等を行わなくとも，漠然として把握しづらい地域イメージの一端を任意の場所で抽出・分
析することが可能となり，地域分析のための新たな指標を得ることに成功している。 
 これらの研究では地名を含む建物名称の分布から地域イメージを定量的に抽出できると
いう事を表すとともに、地域の持つブランド力や魅力度といった指標が地域名の分布の一
因となっているという考察も読み取れる。 
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1-3. 研究目的 
 既往研究の整理を通じて、地域名の分布から圏域に言及した研究は少なく、点としての
分布を観察するのみならず面としての圏域を求めた研究は存在しない。また行政区画を外
れて地名が建物名称として存在するという現象には何らかの要因があると考えられる。そ
こで本研究では地名を含む建物名の分布の様相からその地名の持つ圏域を推定し、分布の
要因を探ることを目的とする。 
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1-4. 研究対象地域と研究方法について 
 本研究では自由が丘駅から半径２km以内の地域を対象として、アパートやマンションと
いった集合住宅の建物名称につけられた地名について調査を行う。自由が丘周辺を対象と
した理由については以下のように考える。自由が丘駅周辺は既往研究でも多く扱われてき
た地域であり、それぞれの研究でその特異な建物名称の立地傾向が指摘されている。また、
この対象地域は鉄道路線が、東急東横線、目黒線、大井町線、田園都市線の４つの路線が
乗り入れている特徴的な地域である。住みたい街ランキングなどでのメディア露出も多く、
人気のある住宅街でありながら、多くの鉄道駅と細かな町丁目を有する地域である。以上
のことから自由が丘周辺を対象地域とすることが適当であると考え、調査を行う。なお、
調査に際して以下の文献を用いた。 
・ゼンリン住宅地図.東京都.目黒区.201612. 北九州 : ゼンリン, 2016.12.※８ 
・ゼンリン住宅地図.東京都.世田谷区.201606北九州 : ゼンリン, 2016.6※９ 
・ゼンリン住宅地図.東京都.大田区.201606北九州 : ゼンリン, 2016.2.※１０ 
ゼンリン住宅地図を用いた調査に加え、LIFULL HOME'S「不動産アーカイブ」※11、ゼン
リン「いつも NAVI」※12、Google マップ※13を用いて住宅、ビルといった建物の用途を調
査した。ただし、短期間で多くのデータを得る必要から実地踏査を行わなかったため、情
報の正確さに限界があると考えられる。 
 また本研究では建物名称につけられた地名の事を「地域名」と呼び、「自由が丘」のよう
に地名に「」を付けることで使い分けている。 
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第 2章 自由が丘周辺の地名の特徴について 
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2-1.対象地域についての地誌 
 東京都目黒区自由が丘は目黒区南部に位置する地域で、地域内には東京急行電鉄東横線
と大井町線が通り、それらが交差する自由が丘駅がある。また、地域の中央部に自由通り、
北端に隣接して目黒通りが通る地域である。北と東には呑川本流緑道、南には九品仏緑道
といった緑道も通っている。また本研究で対象地域とする自由が丘周辺地域は鉄道路線が、
東急東横線、目黒線、大井町線、田園都市線の 4 つの路線が乗り入れている特徴的な地域
である。住みたい街ランキングなどでのメディア露出も多く、人気のある住宅街でありな
がら、多くの鉄道駅と細かな町丁目を有する地域である。 
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2-2. 建物名称に含まれる地域名分布の抽出と基本分布傾向について 
 2016年に自由が丘周辺に存在する建物の中から地域名を含む建物名称を調査したところ、
全部で以下の地域名が抽出された。 
表 1 対象地域の地域名の合計 
地名 合計(戸) 地名 合計(戸) 
自由が丘 627 奥沢 237 
田園調布 261 柿の木坂 145 
大岡山 227 等々力 393 
尾山台 168 緑が丘 55 
上野毛 114 深沢 220 
用賀 17 駒沢 118 
 
地名 合計(戸) 地名 合計(戸) 
碑文谷 118 東玉川 25 
中町 47 玉堤 19 
南 24 北千束 14 
中根 17 新町 11 
野毛 23 平町 54 
八雲 140 下馬 4 
 
地名 合計(戸) 地名 合計(戸) 
野沢 3 富士見台 3 
東が丘 5 光が丘 1 
洗足 34 粕谷 1 
玉川 18 衾 1 
桜新町 4 宮前 3 
谷沢 2 宮が丘 3 
 
地名 合計(戸) 
都立大学 183 
学芸大学 37 
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 調査対象地域での行政区画の表すところの地名は「自由が丘」、「大岡山」、「緑が丘」、「碑
文谷」、「柿の木坂」、「八雲」、「東が丘」、「中根」、「平町」、「奥沢」、「尾山台」、「等々力」、
「上野毛」、「野毛」、「深沢」、「駒沢」、「中町」、「用賀」、「東玉川」、「玉川」、「玉堤」、「新
町」、「桜新町」、「野沢」、「下馬」、「玉川田園調布」、「田園調布」、「洗足」、「北千束」、「南」
である。そして、駅名に寄る地域名として「都立大学」、「学芸大学」の二つがそれぞれ確
認された。また、古地名に寄る地域名として、「谷沢」、「富士見台」、「光が丘」、「粕谷」、「碑
衾」、「宮前」、「宮が丘」が確認された。 
 また、行政区画の表す地名の有無と同一名称の駅名の有無についてまとめると以下のよ
うになった。 
 
表 2 駅名と地名に基づく地域名の分類 
 地名あり 地名なし 
駅名あり 自由が丘、玉川田園調布、田園
調布、大岡山、尾山台、等々力、
上野毛、奥沢、緑が丘、駒沢大
学、用賀、北千束、洗足、多摩
川 
都立大学、学芸大学 
駅名なし 柿の木坂、東が丘、平町、深沢、
碑文谷、中町、野毛、八雲、東
玉川、玉堤、玉川、新町、下馬、
野沢、野毛、桜新町 
谷沢、富士見台、光が丘、粕谷、
碑衾、宮前、宮が丘 
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2-3. 対象地域の地名について 
 ここでは対象地域となる自由が丘の地名の由来について調査したことを記していく。  
 
 ・自由が丘 
「自由が丘」という地名が初めて使われたのは東横線・大井町線が相次いで開通した昭和
初期のことである。この地域は現在の緑が丘地域と共に、江戸時代以来の字名「谷畑」の
名で呼ばれていたが、現在の東京急行電鉄東横線が昭和 2 年 8 月開通したことにより地名
に変化が訪れた。開業した駅は、現在は隣駅の名前である「九品仏駅」と名付けられ、そ
れまで畑と水田と林に覆われた田園地帯であったこの辺りには、以後、にわかに商店や住
宅が建ち始め、同年 11月には「谷畑」の大根畑の丘の上に、私立の学園も建設された。こ
れが、「自由が丘」の地名の発端として知られる「自由ヶ丘学園」で、自由教育を旗印に手
塚岸衛氏が創立したものである。そしてその二年後の昭和 4 年、大井町線が大岡山から二
子玉川まで延長されるに際して、「九品仏駅」が同線上の実際の寺の表参道口に設けられる
ことになり、先の駅名を改称する必要に迫られた。そこで、新駅名採用に当たって、舞踊
家石井漠氏をはじめとする先駆移住の文化人らが熱心な要望活動を行った。電鉄側では既
に新駅名を「衾駅」と内定していたが、結局、大井町線開通の直前、「自由ヶ丘」を駅名と
して採用することとなったのである。以後、駅周辺に移住してきた人たちは郵便物に「自
由ヶ丘駅前○番地」と書くようになるなど、「自由ヶ丘」は次第に地名化し、昭和 7年 6月、
耕地整理組合の努力もあり、これが町名として正式に認可。同年 10月の区制施行による町
名整備を待たず、「碑衾町大字自由ヶ丘」として新地名がスタートすることとなった。 
なお、町名「自由ヶ丘」が「自由が丘」に改められたのは、昭和 40年 1月 1日の住居表示
実施の際。駅名が同様に改められたのは、翌年 1月のことである。 
【目黒区企画経営部区民の声課、「目黒の地名 自由が丘(じゆうがおか)」、 
<http://www.city.meguro.tokyo.jp/gyosei/shokai_rekishi/konnamachi/michi/chimei/seibu
/jiyugaoka.html>、(最終アクセス 2018年 1月 18日)】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
13 
 
・田園調布 
 昭和 7 年に田園調布は正式な名称となった。以前あった町名の東調布町に、田園をつけ
て作ったものだが、その田園とは、当時流行していた田園都市という名称の田園をとった
ものだと推測される。調布とは、鎌倉時代初期まで布の生産地であった「たのつくりの布」
の里、調布の里と一般的に俗称としてよばれていたものが、その生産が消えたごく近年に
なって、初めて地名として定着したものと思われる。大正 7 年以降に渋沢栄一らによって
都市開発されたので「田園調布」と名付けられた。それ以前は「調布村」といい、自生す
る麻やカラムシの皮を玉川で晒し、砧で打って布を作り府中に献上したという。 
【東京都大田区総務部総務課広報係編(昭和 40年 7月) 『大田区地名考』、p25-28.】 
【金子勤(平成 28年 8月),『東京 23区の地名の由来』,幻冬舎.】 
 
 
 
 
 
 
 
 
・尾山台 
 「尾山台」という地域は近世末期までは、「荏原郡小山村」と言った区域であった。「尾
山」は「小山」の変化したもので、小山とはこの村の主要部分が多摩川左岸崖線中にある
ところから称せられたと考えられる。小山が尾山にあったのは明治 7年から明治 22年まで
の間と思われ、理由は、荏原郡に小山（こやま）村（現品川区小山）があって漢字で表し
た場合に紛らわしかったことによると考えられる。 
 明治 22年、それまでの奥沢・尾山・等々力・下野毛・上野毛・野良田・用賀・瀬田の８
村が合併して玉川村が成立し、尾山村は大字尾山となった。昭和 7年、世田谷区成立時に、
玉川村大字尾山の区域は玉川尾山町となった。昭和 45年 3月、住居表示の実施に伴う町区
域の変更により、旧玉川尾山町の区域は、尾山台 1・2丁目に区画されたほか、旧玉川等々
力町 1丁目の一部と、旧玉川奥沢町 3丁目の一部とを編入して尾山台 3丁目とした。 
【世田谷区玉川総合支所地域振興課、「地名の由来（等々力・玉堤・尾山台）」、 
<http://www.city.setagaya.lg.jp/kurashi/107/157/701/703/707/d00017064.html>(最終アク
セス 2018年 1月 18日)】 
【金子勤(平成 28年 8月),「東京 23区の地名の由来」,幻冬舎】 
【東京都世田谷区教育委員会、平成元年 3月、『世田谷の地名：区域の沿革・地誌・地名の
起源(下)』、p205-220】 
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・大岡山 
 目黒区の地形は淀橋台・目黒台・荏原台の三つの台地の部分と、目黒川・呑川の谷の部
分から成っており、大岡山は、区の南部を流れる呑川をはさんだ両岸の台地（荏原台）の
東方の台地面の狭い丘続きで、呑川に面した急坂の多い地域である。 
 大岡山の名は、町村制が施かれた明治 22年当時、碑衾町大字衾の字名として、平南たい
らみなみ大岡山、平北たいあきた大岡山があり、平鉄飛（たいらてつぴ）、平中里（たいら
なかざと）、谷二枚橋（やにまいばし）を総称して、昭和七年区制施行により町名となった。
さらにこの地域は、昭和 40年、住居表示法施行によって、現行の大岡山一丁目・二丁目と
なったのである。 
 林や森で覆われていた大岡山地域は、大正 12年 3月の目蒲線開通と同時に大岡山駅が設
置されたのに伴い、駅付近から開け始め、翌 13年 4月に、わが国工業教育史上に輝く蔵前
の東京高等工業学校（現在の東京工業大学）が、東急との土地交換によって大岡山に移転
してから、にわかに発展し始めた。昭和 2 年には大井町線（大井町・大岡山の間）が開通
して、大岡山駅は目蒲線（現在の目黒線）と大井町線の接続駅となるなど交通機関にも恵
まれ、駅の北側は商店街を成し、呑川を見渡せる台地には高級住宅が建ち並ぶようになっ
た。 
【目黒区企画経営部区民の声課、目黒の地名 大岡山、 
<http://www.city.meguro.tokyo.jp/gyosei/shokai_rekishi/konnamachi/michi/chimei/seibu
/oooka.html>(最終アクセス 2018年 1月 18日)】 
【金子勤(平成 28年 8月),「東京 23区の地名の由来」,幻冬舎】 
 
 
 
・上野毛 
 古くはひとつの「野毛」といった区域であったと思われる。明治 22年、それまでの奥沢・
尾山・等々力・下野毛・上野毛・野良田・用賀・瀬田の 8 村が合併して玉川村が成立し、
上野毛村は玉川村大字上野毛となった。昭和 7 年、世田谷区成立時に玉川上野毛町となっ
た。昭和 44年、住居表示の実施に伴う町区域の変更により、周辺の町との間で境界の整理
や一部を編入するなどして、上野毛 1～4丁目に区画された。 
【世田谷区玉川総合支所地域振興課、「地名の由来（野毛、上野毛、中町）」： 
<http://www.city.setagaya.lg.jp/kurashi/107/157/701/703/707/d00017066.html>(最終アク
セス 2018年 1月 18日)】 
【金子勤(平成 28年 8月),「東京 23区の地名の由来」,幻冬舎】 
【東京都世田谷区教育委員会、平成元年 3月、『世田谷の地名：区域の沿革・地誌・地名の
起源(下)』、p253-273】 
 
15 
 
・用賀 
 鎌倉時代の初期に勢田郷にユガ（梵語）の道場が開設されて、後にこの地が真福寺の所
有する所となったことから、このユガがヨーガになったのではないかと言われている。 
明治 22年、それまでの奥沢・尾山・等々力・下野毛・上野毛・野良田・用賀・瀬田の 8村
が合併して玉川村が成立し、用賀村は大字用賀となった。昭和 7 年世田谷区成立時に玉川
用賀町 1～3丁目に区画された。昭和 43・46年、住居表示の実施に伴う町区域の変更によ
り、上用賀 1～6丁目、用賀 1～4丁目、玉川台 1・2丁目（約 4割は玉川瀬田町から）に区
画された。 
【世田谷区玉川総合支所地域振興課、「地名の由来（瀬田・玉川・用賀・上用賀・玉川台）」、 
<http://www.city.setagaya.lg.jp/kurashi/107/157/701/703/707/d00017067.html>(最終アク
セス 2018年 1月 18日)】 
【金子勤(平成 28年 8月),「東京 23区の地名の由来」,幻冬舎】 
【東京都世田谷区教育委員会、平成元年 3月、『世田谷の地名：区域の沿革・地誌・地名の
起源(下)』、p313-342】 
 
・柿の木坂 
「柿の木坂」は環七通りと目黒通り、そして柿の木坂通りの三本の道で区切られた閑静な
住宅地である。そのほぼ中央を呑川の浅い谷が縦断しているところから、その名のとおり
全域がゆるやかな傾斜地だが、この地名「柿の木坂」は、元来は、環七通りの交差点から
都立大学駅辺りまで下る目黒通りの坂の名前である。この坂の名の由来については、以下
のように諸説ある。 
・「この坂のそばに、大きな柿の木があった。」 
・「この辺りには柿の木のある農家がたくさんあり、農民たちは野菜と一緒に柿を大八車に
積んで、この坂を上った。ここで活躍したのが付近の悪童たちで、車を押すのに手伝うふ
りをしながら、あるいは農民たちが一台を押し上げては次の車を上げるために坂を下りる
その間に出没して、車から柿を抜き取っては逃げた。すなわち、『柿の木坂』は『柿抜き坂』
が転じたもの。」 
・枝もたわわになった柿の木が良く見える坂だった。 
・坂の両側には人家が少なく、夕暮れになると人の行き来のない寂しい坂だったので、人々
はこの坂を駆け抜けて通った。すなわち、元は、「駆け抜け坂」。なお、目黒区が誕生した
昭和７年に現在の東が丘と八雲の一部とともに「東根」の名で呼ばれてきた地に「柿の木
坂」の町名が採用された。 
【目黒区企画経営部区民の声課、「目黒の地名 柿の木坂」、 
<http://www.city.meguro.tokyo.jp/gyosei/shokai_rekishi/konnamachi/michi/chimei/seibu
/kakinoki.html>(最終アクセス 2018年 1月 18日)】 
【金子勤(平成 28年 8月),「東京 23区の地名の由来」,幻冬舎】 
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・中根 
 今日の東横線都立大学駅辺りの荏原台という台地から呑川に滑り込む傾斜地一帯を中根
という。この地名の由来は「中」と「根」の二つに分けて考えられる。山の峰や尾根から
平地に向かって成す斜面が、まさに平地に届こうとするところは「根」と言われる。古く
から、「根」は住居に適した場所と言われ、これを裏付けるかのように中根付近には貝塚が
多い。中根は、江戸時代、目黒六カ村の一つ衾村の小字名であったが、ちょうど同村の中
央に位置しているので「中」が付いたとも言われている。衾村は高台にあったが、中央部
が低地となっており、平根、東根と言ったように他にも「根」のつく地名が幾つかあった。 
 江戸時代から脈々と続いてきた地名、中根。明治２２年の町村制施行で「中根西」とな
り、昭和７年の区制施行とともに「中根町」、さらに昭和４０年に住居表示制度が施行され
てからは「中根一丁目・二丁目」というように。しかし、その区域はというと、大きく変
わった。特に大正から昭和にかけての耕地整理で街区が整えられてからは、往時の「中根」
が今日のどこに当たるのか、その境界を明らかにするのが困難なほど様変わりを遂げてい
る。江戸郊外の農村から都市へ、中根は、境界が変わるのと呼応するかのように都市化が
進み、今日では、東横線都立大学駅周辺は商店街に、そして「根」の斜面は完成な住宅地
になっている。 
【目黒区企画経営部区民の声課、「目黒の地名 中根（なかね）」、 
<http://www.city.meguro.tokyo.jp/gyosei/shokai_rekishi/konnamachi/michi/chimei/seibu
/nakane.html>(最終アクセス 2018年 1月 18日)】 
【金子勤(平成 28年 8月),「東京 23区の地名の由来」,幻冬舎】 
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・緑が丘 
 昭和７年１０月１日に目黒区が誕生したのを機会に、町名変更が行われ、幾多の町名が
姿を消す一方で、新たな町名も登場した。「緑ヶ丘」もその新しい町名の一つである。今日
では「緑が丘」と表すが、当時は「緑ヶ丘」。住居表示の施行で「ヶ」が「が」に改められ
た。緑ヶ丘一帯は、明治２２年の町村制の施行で、それまでの衾村字谷畑が碑衾村大字谷
上台、谷畑東、谷畑中、谷東前、谷畑下、谷石川端、谷向下と呼ばれるようになり、昭和
２年の町制を経て、７年に目黒区緑ヶ丘となった。その後、４０年１月１日に住居表示制
度が施行され、緑が丘一丁目から三丁目と自由が丘一丁目の一部となったのである。そも
そも「緑が丘」という地名は、緑の木立の多い高台ということに由来している。この辺り
は、自然林に覆われた丘陵地帯だったのだ。呑川と丑川という二つの河川に二方が囲まれ
ている緑が丘は、この二つの河川に滑り込むようになだらかな傾斜地になっている。どの
くらいの傾斜かというと、緑が丘の境界に面している立源寺から緑ヶ丘小学校（昭和１２
年の開校で今日でも「ヶ」を用いている）までの約に二百三十メートルの坂の高低差がお
よそ十二メートルある。この傾斜は南向きになっており、見晴らし、日当たりとも、住宅
地として格好の環境となっているのである。 
【目黒区企画経営部区民の声課、「目黒の地名 緑が丘」、 
<http://www.city.meguro.tokyo.jp/gyosei/shokai_rekishi/konnamachi/michi/chimei/seibu
/midorigaoka.html>(最終アクセス 2018年 1月 18日)】 
【金子勤(平成 28年 8月),「東京 23区の地名の由来」,幻冬舎】 
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・等々力 
 「トドロキ」あるいは「トドロ」という地名は全国に多い。たいていは、川の流れの激
しいところや滝のあるところである。等々力渓谷が今の渓谷の深さになるまでにはいくつ
かの段階があり、途中に滝ができたりそれが崩壊したり、そしてまた滝ができたりを繰り
返したのであろうと推測される。その崩壊の音はまさに轟くような音がしたので、「トドロ
キ」という地名になったと思われる。 
 明治２２年、それまでの奥沢・尾山・等々力・下野毛・上野毛・野良田・用賀・瀬田の
８村が合併して玉川村が成立し、等々力村は大字等々力となった。明治４５年、府県境界
の変更があり、多摩川右岸にあった区域は神奈川県となり、左岸にあった神奈川県の一部
を編入した。昭和７年、世田谷区成立時に、玉川村大字等々力（飛地を除く）の区域は玉
川等々力町１〜３丁目に区画された。昭和４５年３月、住居表示の実施に伴う町区域の変
更により、旧玉川等々力町１丁目のうち丸子川（旧六郷用水）以南の区域を玉堤１・２丁
目とし、その他の区域は等々力１〜８丁目に区画した。 
【世田谷区玉川総合支所地域振興課、「地名の由来（等々力・玉堤・尾山台）」、 
<http://www.city.setagaya.lg.jp/kurashi/107/157/701/703/707/d00017064.html>(最終アク
セス 2018年 1月 18日)】 
【金子勤(平成 28年 8月),「東京 23区の地名の由来」,幻冬舎】 
【東京都世田谷区教育委員会、平成元年 3月、『世田谷の地名：区域の沿革・地誌・地名の
起源(下)』、p222-252】 
 
・奥沢 
 呑川の下流地方からみて奥深い沢地という意味で、呑川の支流である九品仏川（古くは
丑川と言われたらしい）流域を区別し、「奥深い沢」の「深い」を省いて「奥沢」となった
ようである。明治 9年、奥沢本村と奥沢新田村が合併して奥沢村となった。明治 22年、そ
れまでの奥沢・尾山・等々力・下野毛・上野毛・野良田・用賀・瀬田の 8 村が合併して玉
川村が成立し、奥沢村は玉川村大字奥沢となった。昭和 7 年、世田谷区成立時に大字奥沢
および大字等々力飛地字六本松の区域は玉川奥沢町 1～3 丁目と玉川田園調布 1・2 丁目に
区分された。昭和 45年、住居表示の実施に伴う町区域の変更で、玉川等々力町 3丁目の一
部を編入し、玉川奥沢町 3丁目の西部を尾山台に移し、奥沢は 1～8丁目に区画され、玉川
田園調布は環状 8号線をもって 1丁目と 2丁目の境界とされた。 
【世田谷区玉川総合支所地域振興課、「地名の由来（奥沢・玉川田園調布・東玉川）」、 
<http://www.city.setagaya.lg.jp/kurashi/107/157/701/703/707/d00017063.html>(最終アク
セス 2018年 1月 18日)】 
【金子勤(平成 28年 8月),「東京 23区の地名の由来」,幻冬舎】 
【東京都世田谷区教育委員会、平成元年 3月、『世田谷の地名：区域の沿革・地誌・地名の
起源(下)』、p182-204】 
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・野毛 
 「ノゲ」は、「崖（がけ）」を意味する語と言われている。崖をいう地形地名としては、
野毛が多く、野木や乃木もそうであろうと言われている。いつからか上野毛・下野毛に分
かれた。 
【世田谷区玉川総合支所地域振興課、「地名の由来（野毛、上野毛、中町）」： 
<http://www.city.setagaya.lg.jp/kurashi/107/157/701/703/707/d00017066.html>(最終アク
セス 2018年 1月 18日)】 
【金子勤(平成 28年 8月),「東京 23区の地名の由来」,幻冬舎】 
【東京都世田谷区教育委員会、平成元年 3月、『世田谷の地名：区域の沿革・地誌・地名の
起源(下)』、p274-294】 
 
 
 
 
 
・中町 
 昔は野良田村と呼ばれる村であった。「野良」は草などが茂っているところを言い、野良
を開墾して水田が開かれるなどして、「野良田」と呼ばれるようになったと思われる。明治
22年、それまでの奥沢・尾山・等々力・下野毛・上野毛・野良田・用賀・瀬田の 8村が合
併して玉川村が成立し、野良田村は玉川村大字野良田となった。昭和 7 年、世田谷区成立
時に、玉川村大字野良田は玉川中町 1・2丁目となった。昭和 44年 2月、住居表示の実施
に伴う町区域の変更で、周辺の町との間で境界の整理が行われて、中町 1～5丁目に区画さ
れた。 
【世田谷区玉川総合支所地域振興課、「地名の由来（野毛、上野毛、中町）」： 
<http://www.city.setagaya.lg.jp/kurashi/107/157/701/703/707/d00017066.html>(最終アク
セス 2018年 1月 18日)】 
【金子勤(平成 28年 8月),「東京 23区の地名の由来」,幻冬舎】 
【東京都世田谷区教育委員会、平成元年 3月、『世田谷の地名：区域の沿革・地誌・地名の
起源(下)』、p295-312】 
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・東玉川 
 東玉川は、昭和 7年の世田谷区成立までは、玉川村の大字等々力（明治 22年までは等々
力村）の飛地で「字諏訪分」といった区域である。この区域が、世田谷区成立の際、「東玉
川町」となった。昭和 42年 6月住居表示の実施に伴う町区域の変更で東玉川 1・2丁目に
区画された。 
【世田谷区玉川総合支所地域振興課、「地名の由来（奥沢・玉川田園調布・東玉川）」、 
<http://www.city.setagaya.lg.jp/kurashi/107/157/701/703/707/d00017063.html>(最終アク
セス 2018年 1月 18日)】 
【金子勤(平成 28年 8月),「東京 23区の地名の由来」,幻冬舎】 
【東京都世田谷区教育委員会、平成元年 3月、『世田谷の地名：区域の沿革・地誌・地名の
起源(下)』、p177-181】 
 
 
 
 
・駒沢 
 明治 22年、町村制施行時に、上馬引沢村、下馬引沢村、野沢村、弦巻村、世田ヶ谷新町
村、深沢村が合併し、駒沢村が成立した。馬引沢の馬を駒とし、それに野沢と深沢の沢を
つけて駒沢という地名ができた。大正 14 年 10 月、駒沢村が町制を施行し、駒沢町となっ
た。昭和 7 年世田谷区成立時に駒沢という町名はいったん消え、旧村名が新区の町名とな
った。昭和 42年、住居表示の実施に伴う町区域の変更を行い、旧新町 1丁目の北部を駒沢
3丁目、同南部を駒沢 4丁目とした。 
【世田谷区玉川総合支所地域振興課、「地名の由来（駒沢・新町・桜新町・深沢）」、 
<http://www.city.setagaya.lg.jp/kurashi/107/157/701/703/707/d00017062.html>(最終アク
セス 2018年 1月 18日)】 
【金子勤(平成 28年 8月),「東京 23区の地名の由来」,幻冬舎】 
【東京都世田谷区教育委員会、平成元年 3月、『世田谷の地名：区域の沿革・地誌・地名の
起源(下)』、p11-45】 
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・新町 
 世田ヶ谷村の飛地であった世田ヶ谷村新町が、万治年間(1658年～1660年)分村して世田
ヶ谷新町村になった。明治 22年の町村制の施行により、他の 5村とともに新設の駒沢村に
編入され、大字世田ヶ谷新町となった。大正 14年、駒沢村が町制を施行し駒沢町となった
とき大字新町となり、昭和 7 年の世田谷区成立時に新町 1～3 丁目に区画された。昭和 42
年住居表示の実施に伴う町区域の変更を行い、旧新町 2 丁目の大部分の区域をもって新し
く新町 1～3丁目に区画した。 
【世田谷区玉川総合支所地域振興課、「地名の由来（駒沢・新町・桜新町・深沢）」、 
<http://www.city.setagaya.lg.jp/kurashi/107/157/701/703/707/d00017062.html>(最終アク
セス 2018年 1月 18日)】 
【金子勤(平成 28年 8月),「東京 23区の地名の由来」,幻冬舎】 
【東京都世田谷区教育委員会、平成元年 3月、『世田谷の地名：区域の沿革・地誌・地名の
起源(下)』、p133-150】 
 
 
・桜新町 
 大正 2 年に東京信託株式会社が関東で初めての郊外開発計画として「新町分譲地」を造
成した。この道路の両側にソメイヨシノの並木をつくっていて有名になり、玉川電車の停
留所もはじめは、「新町」としていたが、後に「桜新町」と改称されたことなどに由来する。 
【世田谷区玉川総合支所地域振興課、「地名の由来（駒沢・新町・桜新町・深沢）」、 
<http://www.city.setagaya.lg.jp/kurashi/107/157/701/703/707/d00017062.html>(最終アク
セス 2018年 1月 18日)】 
【金子勤(平成 28年 8月),「東京 23区の地名の由来」,幻冬舎】 
【東京都世田谷区教育委員会、平成元年 3月、『世田谷の地名：区域の沿革・地誌・地名の
起源(下)』、p133-150】 
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・深沢 
 明治 22年、町村制施行時に、上馬引沢村、下馬引沢村、野沢村、弦巻村、世田ヶ谷新町
村、深沢村が合併し、駒沢村が成立し、深沢村は駒沢村大字深沢となった。大正 14 年 10
月、駒沢村が町制を施行し、駒沢町となった。昭和 7 年世田谷区成立時に、玉川村大字下
野毛飛地字深沢原および大字等々力飛地字高原が加えられ、一部を新町 1丁目にうつして、
深沢 1～4 丁目に区分された。昭和 42 年、住居表示の実施に伴う町区域の変更で、周辺の
町との間で境界の整理や一部の編入を行い、深沢 1～8丁目に区分した。 
【世田谷区玉川総合支所地域振興課、「地名の由来（駒沢・新町・桜新町・深沢）」、 
<http://www.city.setagaya.lg.jp/kurashi/107/157/701/703/707/d00017062.html>(最終アク
セス 2018年 1月 18日)】 
【金子勤(平成 28年 8月),「東京 23区の地名の由来」,幻冬舎】 
【東京都世田谷区教育委員会、平成元年 3月、『世田谷の地名：区域の沿革・地誌・地名の
起源(下)』、p151-171】 
 
 
・東が丘 
 「東が丘」という地名が誕生したのは、昭和 39年 7月 1日、東京オリンピックが開催さ
れた年である。同年から住居表示制度が本区でも実施されることになり、この東が丘は、
八雲と同時に、初名乗りを上げたのである。その昔この辺りは、衾村字東根の一部であっ
たが、明治 22年に町村制が施行されて碑衾村大字衾字東大原・字東上芳窪・字東下芳窪・
字東下原となった。昭和 2年の碑衾町を経て、目黒区が誕生した昭和 7年からは、大原町・
芳窪町と呼ばれてきた。住居表示化に先駆けて地元住民にどのような名称にするかを諮っ
たところ、良い案もなく区は、町村制施行まで親しまれていた「東根」を提案した。とこ
ろが、「東根」は現代感覚に合わないという声が住民から上がったので、区は昔からこの地
域は「東」という文字が多く使われていたことから、「東」を用いた近代的な名称をという
ことで、「東が丘」を考え出した。これに対して地元住民の間では賛否両論が渦巻き、学識
経験者を交えて賛成派・反対派の意見を区が聴取するまでに問題は発展したが、結局、東
が丘に落ち着いた。ところで、東が丘の「が」を今まで使われていた「ヶ」という文字に
しなかったのは、「…できるだけ読みやすく、かつ、簡明なものにすること。」という「住
居表示に関する法律」に基づき、「東が丘」となった。 
【目黒区企画経営部区民の声課、「目黒の地名 東が丘(ひがしがおか)」、 
<http://www.city.meguro.tokyo.jp/gyosei/shokai_rekishi/konnamachi/michi/chimei/seibu
/higashi.html>(最終アクセス 2018年 1月 18日)】 
【金子勤(平成 28年 8月),「東京 23区の地名の由来」,幻冬舎】 
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・八雲 
 昭和 39年 7月、本区の住居表示制度の第一期実施地区として宮前町、大原町、衾町、芳
窪町、中根町の一部が、東が丘一丁目から二丁目と八雲一丁目から五丁目となった際に成
立した地名である。この八雲という地名は、八雲二丁目にある素戔嗚尊（すさのおのみこ
と）が和歌の中で「八雲」という言葉を用いたことに由来している。前述の住居表示制度
実施の際に日本最初の和歌の言葉という「八雲」が、目黒区の最初の住居表示名として、
東が丘とともに名乗りをあげた。 
【目黒区企画経営部区民の声課、「目黒の地名 八雲(やくも)」、 
<http://www.city.meguro.tokyo.jp/gyosei/shokai_rekishi/konnamachi/michi/chimei/seibu
/yakumo.html>(最終アクセス 2018年 1月 18日)】 
【金子勤(平成 28年 8月),「東京 23区の地名の由来」,幻冬舎】 
 
 
 
 
 
 
 
 
・碑文谷 
 通説となっているのが、「碑文石」を起源とする説である。八幡宮境内の稲荷社に保存さ
れている碑文石は、昔、八幡宮の西方を通っていた鎌倉街道沿いの土中に埋まっていたも
ので、梵字が刻まれており、室町時代のものと鑑定されている。碑文谷とは、碑文を彫っ
た石のある里（谷）を意味するという説が通説となっている。 
【目黒区企画経営部区民の声課、「目黒の地名 碑文谷(ひもんや)」、 
<http://www.city.meguro.tokyo.jp/gyosei/shokai_rekishi/konnamachi/michi/chimei/nanb
u/himonya.html>(最終アクセス 2018年 1月 18日)】 
【金子勤(平成 28年 8月),「東京 23区の地名の由来」,幻冬舎】 
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・洗足 
 大田区の南・北千束とともに、中世のこの辺り一帯の地名は「荏原郡千束郷」とされて
おり、この「千束」の一部の地域が「洗足」と書き換えられるようになったのは、日蓮が
池上に向かう途中、ここの大池で足を洗ったという洗足池にまつわる伝説によるものであ
る。大正 11年に、田園都市株式会社により「多摩川台地区」（現在の田園調布）とともに、
この「洗足地区」が、高級住宅地「田園都市」の建設地に選ばれ、この年に分譲を開始さ
れた。その翌年の目蒲線開通・洗足駅開業、さらにその半年後に起こった関東大震災によ
って、この「田園都市」は、郊外に住居を求める人びとに一躍注目され、急速に「高級住
宅地・洗足」が出現することとなった。 
【目黒区企画経営部区民の声課、「目黒の地名 洗足(せんぞく)」、 
<http://www.city.meguro.tokyo.jp/gyosei/shokai_rekishi/konnamachi/michi/chimei/nanb
u/senzoku.html>(最終アクセス 2018年 1月 18日)】 
【金子勤(平成 28年 8月),「東京 23区の地名の由来」,幻冬舎】 
 
 
 
 
・衾 
 「衾ふすま」は、「碑文谷（ひもんや）」とともに、目黒の歴史を語るとき欠かすことの
できない、目黒の代表的な地名の一つ。目黒が六カ村に分かれていた江戸時代、現在の環
七通りの南側全域が「衾（ふすま）村」と呼ばれ、明治 22年に碑文谷（ひもんや）村との
合併により「衾（ふすま）村」の名が消えたのちも、「衾（ふすま）」の名は、合併後の村
名「碑衾（ひぶすま）村」（昭和 2年からは碑衾町）に継承されるとともに、旧衾（ふすま）
村全域の大字名として生き続けた。 
【目黒区企画経営部区民の声課、「目黒の地名 衾(ふすま)」、 
<http://www.city.meguro.tokyo.jp/gyosei/shokai_rekishi/konnamachi/michi/chimei/seibu
/fusuma.html>(最終アクセス 2018年 1月 18日)】 
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 以上地名の由来について調べることで、以下のようなことが明らかとなった。 
① 町村制の施行と住居表示制度の実施が地名の変遷における大きな転換点となっている
こと 
② 「自由が丘」、「緑が丘」、「大岡山」、「東が丘」、「奥沢」、「尾山台」といった地理的な特
徴を表しているように思われる地名においても、純粋に高台や台地になっているものと、
当時から存在した教育施設などの施設名に由来するものが存在すること 
③ 地名を一見するだけではわからなくとも、「野毛」、「上野毛」、「等々力」、「中根」のよ
うに実は地理的な特徴を表しているものも存在する。「洗足」、「柿の木坂」のようにそ
の地域に存在する坂や池など地形、地理に付けられた名前に由来するものも存在すると
いうこと 
自由が丘周辺の地名は行政制度の実施によって同時期に新しく設置されたものが大半であ
るならば、「古くから使われている地名であるから」といったような地名の歴史の長さによ
る地域名選択の要因はほぼないと考えられる。そして地形や地理的特徴を表すものや、そ
れに由来するものが多く存在することから、建物名称においても、建物の立地に際しての
地理的要因に由来して地域名を選択するといったような要因も考えられるのである。 
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第３章 地名付き建物名称の分布について 
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3-1. 本章の意義 
 本研究の調査において、実際の町丁目レベルの行政区画である住所と地域名称の圏域は
住所を超えて存在すると想定される。例えば「自由が丘」において自由が丘という住所を
持たずとも「自由が丘」を地域名称として選択する建物名称は多く存在するといったよう
にである。そこで本研究で調査した地域名称の分布についてどの程度の一致があるのかを
分析する。 
 
 
3-2.分析方法 
 GIS 上に落とし込んだ地域名称分布について分布の特徴を同一名称の町丁目名との関係
に着目して分類する。その際の分類として①住所との不一致率が大きい(不一致率が 20%を
超える)、②住所との不一致があるが大きくはない（不一致率が 20%未満）、③住所との不一
致が全くない、④住所と全て一致するという 4種類に分類するものとする。 
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3-3. 同一名称の住所との一致不一致について(不一致率が 20%を超える) 
表 4 住所との不一致率が大きい 
 
 表 4の全ての地名において、同一の駅名を持つ地名が確認された。「自由が丘」は東京急
行電鉄東横線・大井町線自由が丘駅、「田園調布」は同電鉄東横線・目黒線田園調布駅、「大
岡山」は同電鉄目黒線・大井町線大岡山駅、「尾山台」は同電鉄大井町線尾山台駅、「上野
毛」は同電鉄大井町線上野毛駅、「用賀」は同電鉄田園都市線用賀駅というようにそれぞれ
が同一の駅名を持つ。 
 また、「自由が丘」は住所との不一致率が約 67.9%であり建物名の中で最も不一致率が高
い。不一致率の高さは「自由が丘」、「大岡山」、「用賀」、「上野毛」、「尾山台」、「田園調布」
の順で高い。このことから乗降客数の多い駅の駅名となっている地名の建物名称が、町丁
目を越えて存在しているのではないかと考えられる。 
 住所との不一致率の高い地名の中で「自由が丘」、「大岡山」は東京急行電鉄大井町線で
の急行停車駅の駅名であり、「田園調布」、「大岡山」は同電鉄目黒線の急行停車駅の駅名で
ある。「尾山台」、「大岡山」については鉄道駅が同一名の住所内に存在しないという駅と住
所の乖離がこの不一致を発生させていると考えられる。 
 また「田園調布」についてであるが、住所との一致率が最も高いということの一つの要
因に、大田区田園調布と世田谷区玉川田園調布として大田区と世田谷区にまたがって存在
する地名であるということが考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
地名 住所と一致 住所と不一致 住所との一致率(%) 住所との不一致率(%)
自由が丘 201 426 32.06 67.94
田園調布 196 65 75.1 24.9
大岡山 74 153 32.6 67.4
尾山台 104 64 61.9 38.1
上野毛 45 69 39.47 60.53
用賀 6 11 35.29 64.71
駒沢 94 24 79.66 20.34
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表 5 住所との不一致があるが大きくはない（不一致率が 20%未満） 
 
 「奥沢」、「等々力」、「緑が丘」、「駒沢」といった同一の駅名を持つ地名が一部存在する。 
不一致率が 1%を超える建物名称は「柿の木坂」、「等々力」、「緑が丘」、「駒沢」であり、「柿
の木坂」を除いて同一名称の駅である、東京急行電鉄大井町線等々力駅、緑が丘駅、田園
都市線駒沢駅が存在する。「奥沢」、「等々力」、「緑が丘」には自由が丘駅と沿線を同じくす
る東京急行電鉄大井町線駅である奥沢駅、等々力駅、緑が丘駅が存在する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
地名 住所と一致 住所と不一致 住所との一致率(%) 住所との不一致率(%)
奥沢 230 7 97.05 2.95
柿の木坂 127 18 87.59 12.41
等々力 333 60 84.73 15.27
緑が丘 45 10 81.82 18.18
深沢 215 5 97.73 2.27
碑文谷 112 6 94.92 5.08
中町 46 1 97.87 2.13
南 23 1 95.83 4.17
中根 16 1 94.12 5.88
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表 6 住所との不一致が全くない 
 
 「世田谷」と「目黒」、「洗足」を除いて駅名を冠することのない地名である。このこと
から同一駅名を持たない建物名称の分布は実際の行政区域に依存する傾向にあることがわ
かる。しかし、「洗足」は同一駅名を持つ地名でありながら、住所との不一致の全くない地
名である。また「八雲」は 140 ものサンプル数がありながらその全てが住所と一致してい
るという特異な建物名称である。「下馬」、「野沢」、「東が丘」は本研究の対象地域ではその
町丁目内の全ては網羅しきれていないため、サンプル数は他の地名に比べて少なくなって
いる。 
 
 
 
 
表 7 住所と全て一致している 
 
 住所と建物名称が全て乖離してしまっている例に関しては、本研究の対象地域が自由が
丘駅から半径 2km 以内の地域を対象としており、対象地域の外れに位置しており本研究の
対象地域ではその町丁目内の全ては網羅しきれていないため、サンプル数が少なくなって
いる。すなわち「玉川」、「桜新町」にいたっては調査時点で住所と一致していない建物名
称のみを抽出していたということである。 
 
 
 
 
 
 
地名 住所と一致 住所と不一致 住所との一致率 住所との不一致率
野毛 23 0 1 0
八雲 140 0 1 0
東玉川 25 0 1 0
玉堤 19 0 1 0
北千束 14 0 1 0
新町 11 0 1 0
平町 54 0 1 0
下馬 4 0 1 0
野沢 3 0 1 0
東が丘 5 0 1 0
洗足 34 0 1 0
地名 住所と一致 住所と不一致 住所との一致率 住所との不一致率
玉川 0 27 0 1
桜新町 0 4 0 1
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3-4. 住所との一致についてのまとめ 
 以上から住所との不一致率が高い建物名称は必ず同一の駅名を持つことが観測された。
しかし、「奥沢」、「等々力」、「緑が丘」、「洗足」、「北千束」のように同名の鉄道駅を持ちな
がら、住所との一致率の高い建物名称も存在することも分かり、建物名称が同一の駅名を
持つか否かが建物名称の圏域を規定するものではないことを示唆している。同一の駅名を
持っていたとしても、尾山台駅や大岡山駅のように同一の駅名がその地名の住所内にない
場合もある。地域名の圏域を推定するにあたって、行政区画が一つの指標になり得るとと
もに、行政区画だけでは地域名の圏域は表せないということが明らかになったと言える。 
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3-5. 建物名称の分布について 
 住所との不一致率が大きい地域名と住所との不一致はあるが大きくはない地域名につい
て分布を詳しく見ていくこととする。 
 
図 2 自由が丘周辺の地域名称を持つ建物名称分布 
 
 本研究で調査した自由が丘周辺の地域名を持つ建物名称の分布を表したものである。な
お、調査の際に、GIS上に落とし込むためのジオコーディングの都合上、住所の最小単位を
丁目と設定した。そのため、図（）における建物名の分布数は実際に抽出された建物名称
の分布数に比べて少なく示されているが、それは同一の町丁目にあたる建物名称の分布が
重複して示されているためである。 
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図 3 「自由が丘」の地域名を持つ建物名称分布 
 
 「自由が丘」の地域名を持つ建物名称の分布を表したものである。住所である自由が丘
の範囲を大きく外れ、奥沢、緑が丘、等々力、八雲にまで立地する建物名称が多く存在す
る。北と東は呑川本流緑道、南は環八通り、西は等々力との行政区画境界付近にまで広が
りを持っていることが観察される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
自由が丘 建物名称 自由が丘 行政区画 
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図 4 「田園調布」の地域名を持つ建物名称分布 
 
 「田園調布」という地域名を持つ建物名称の分布を表したものである。玉川田園調布と
田園調布といった世田谷区と目黒区にまたがった地域名であるため、広く分布してはいる
が玉川田園調布と田園調布の行政区画内に収まっているものが多い。線路を挟んで田園調
布駅の西側には「田園調布」の分布は少なくなっていることに比べて、東側には多く分布
しているという特徴がある。田園調布の行政区画境界である環八通りを東に大きく東玉川
へと分布しており、西方においても多摩川の眺望を求めて玉堤へと分布している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
田園調布 建物名称 田園調布、玉川田園調布 行政区画 
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 図 5 「大岡山」の地域名を持つ建物名称分布 
 
 「大岡山」という地域名を持つ建物名称の分布を表したものである。住所である大岡山
を超えて北は平町、南、東は北千束、南は石川町へと分布している。大岡山駅そのものが
大岡山の住所内に存在せずに北千束立地しているため、駅によって建物名称の分布が広が
っていると考えられる。その一方で西側に隣接する緑が丘については行政区画境界にもな
っている呑川本流緑道を境にそれ以上西へと分布を止めているということが特徴的である。
このことから、同じ行政区画境界であっても緑道のような地理的要因が重なると地域名の
境界となり得ると考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大岡山 建物名称 大岡山 行政区画 
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図 6 「尾山台」の地域名を持つ建物名称分布 
 
 「尾山台」という地域名を持つ建物名称の分布を表したものである。北と西は尾山台の
住所を超えて等々力に、南は多摩川を求めて玉堤へと分布を拡げている。一方で東側に隣
接する奥沢、田園調布には行政区画境界を超えては一切立地しないということが特徴的で
ある。尾山台駅が尾山台ではなく等々力に立地しており北側の等々力への分布は尾山台駅
の立地に起因していると考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
尾山台 建物名称 
尾山台 行政区画 
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図 7 「上野毛」の地域名を持つ建物名称分布 
 
 「上野毛」の地域名を持つ建物名称の分布を表したものである。上野毛の住所を大きく
超えて建物名称は分布しており、西は中町、等々力へと、南は野毛へと拡がっている。元々
の地名の由来が同一であるため野毛へと拡がっていくものと考えられる。また行政区画境
界である環八通りより、谷沢川を求めて東へ拡がる傾向があり、そのため等々力と中町に
も分布しているものと考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
上野毛 建物名称 上野毛 行政区画 
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図 8 「用賀」の地域名を持つ建物名称分布 
 
 「用賀」の地域名を持つ建物名称の分布を表したものである。用賀は本調査の北限の一
つにあたるため「用賀」の地域名の付く建物名称を全ては調査しきれていないため、住所
を南に大きく外れた建物名称が多く抽出された。それを考慮したとしても南に中町へと分
布していることがわかる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
用賀 建物名称 用賀 行政区画 
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図 9 「奥沢」の地域名を持つ建物名称分布 
 
 「奥沢」の地域名を持つ建物名称の分布を表したものである。奥沢の行政区画境界から
わずかに南へと外れ、東玉川に分布している建物名称と、東に外れ石川町に分布している
ものがあるが、ほぼ奥沢という住所にならって分布していると考えられる。ただし、奥沢
駅周辺の地域に分布は集中していることから、「奥沢」という地域名がつけられる一因とし
て駅名の有無も大きく関係していると考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
奥沢 建物名称 奥沢 行政区画 
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図 10 「柿の木坂」の地域名を持つ建物名称分布 
 
 「柿の木坂」の地域名を持つ建物名称の分布を表したものである。わずかな分布の特徴
ではあるが南は平町へとわずかに分布しており、西は碑文谷に分布しているものもある。
「柿の木坂」は同一の駅名を持たないことから住所によって地域名の付けられる要因があ
ると考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
柿の木坂 建物名称 柿の木坂 行政区画 
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図 11 「等々力」の地域名を持つ建物名称分布 
 
 「等々力」の地域名を持つ建物名称の分布を表したものである。等々力の住所から外れ、
北には深沢、西は中町、上野毛、南は野毛へと分布していることが観察された。その住所
から外れた建物名称には北西の谷沢川から等々力渓谷へと流れる川の流域に沿って分布し
ているという特徴がある。ゆえに「等々力」には地理的な特徴に地域名のつけられる要因
があると考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
等々力 建物名称 等々力 行政区画 
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図 12 「緑が丘」の地域名を持つ建物名称分布 
 
 「緑が丘」の地域名を持つ建物名称の分布を表したものである。わずかに東の大岡山、
南の奥沢へと分布しているが、緑が丘という行政区画が緑が丘駅から南に細長く拡がって
いるという特徴を持っていることによるものであると考えられる。「緑が丘」は住所に地域
名のつけられる要因があると考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
緑が丘 建物名称 緑が丘 行政区画 
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図 13 「深沢」の地域名を持つ建物名称分布 
 
 「深沢」の地域名を持つ建物名称の分布を表している。北に位置する新町に一部分布し
ているが、ほぼ全ての建物名称は住所によって説明されるということが考えられる。ただ
し、呑川本流緑道に沿って多くの建物名称が存在しているという特徴も読み取れるため、
地域名のつけられる要因として地理的特徴もあると考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
深沢 建物名称 深沢 行政区画 
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図 14 「駒沢」の地域名を持つ建物名称分布 
 
 「駒沢」の地域名を持つ建物名称の分布を表したものである。都立駒沢オリンピック公
園を囲むようにして分布している。多くの建物名称は駒沢の住所内に分布しているが、一
部新町へと分布するものもある。駒沢大学駅を有する地域であるが、ほとんどの建物名称
は駒沢大学駅より東には立地していないため地域名の選択要因として駅の立地は考えにく
い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
駒沢 建物名称 駒沢 行政区画 
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図 15 「碑文谷」の地域名を持つ建物名称分布 
 
 「碑文谷」の地域名を持つ建物名称の分布を表したものである。碑文谷の住所内にほぼ
収まるように分布している。行政区画界線にもなっている環七通りに沿うように立地する
傾向があることから、住所に忠実に従って分布するという特徴が確認できる。以上のこと
から地域名の選択要因として住所が大きな一因となるということが考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
碑文谷 建物名称 碑文谷 行政区画 
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図 16 「中町」の地域名を持つ建物名称分布 
 
 「中町」の地域名を持つ建物名称の分布を表したものである。住所を外れて上野毛方面
に立地する少数の建物名称も存在するが、ほぼ全てが中町の住所内に存在しているという
ことが確認できる。また、「上野毛」の地名を持つ建物名称も中町の住所内に多く存在する
こともあり、上野毛駅の存在する大井町線沿線における分布は少なくなっている。以上の
ことから地域名の選択要因として住所が大きな要因となるが、「上野毛」のような他の地域
名によって分布が減る傾向もあるということが考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
中町 建物名称 中町 行政区画 
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図 17 「南」の地域名を持つ建物名称分布 
 
 「南」の地域名を持つ建物名称の分布を表したものである。この地名を持つ建物名称も、
同一名の住所内にほぼ分布している。環七通りに沿うようにして分布しているという傾向
が読み取れる。この場合、環七通りは行政区画界線にはなっていないにも関わらず、通り
に沿うように分布していることから環七通りも地域名選択の一因となりうることが考えら
れる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
南 建物名称 南 行政区画 
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図 18 「中根」の地域名を持つ建物名称分布 
 
 「中根」の地域名を持つ建物名称の分布を表したものである。住所内にほぼ全ての建物
名称が分布しているが、行政区画界線になっている呑川本流緑道に沿うようにしての分布
が確認できる。以上のことから住所とともに緑道という地理的特徴も要因として考えられ
る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
中根 建物名称 中根 行政区画 
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図 19 「学芸大学」の地域名を持つ建物名称分布 
 
 「学芸大学」の地域名を持つ建物名称の分布を表したものである。この地域は調査対象
地域の端に位置するため、「学芸大学」を名乗る全て建物名称の分布は確認できないが、環
七通り沿いの分布が特徴的である。環七通りが地域名選択の一つの要因となりうることが
考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
学芸大学 建物名称 
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図 20 「都立大学」の地域名を持つ建物名称分布 
 
 「都立大学」の地域名を持つ建物名称の分布を表したものである。同一名の駅である都
立大学駅をもつが、建物名称の分布は分散する傾向にある。しかし、都立大学駅周辺にも
密集した分布が見られることから、都立大学駅が地域名選択の一因になりうると考えられ
る。また、呑川本流緑道に沿って南に分布が拡がっていることから緑道も要因のひとつと
して考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
都立大学 建物名称 
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3-6. 建物名称分布についてのまとめ 
 本章では周辺の地域名の住所との一致率に着目して整理することで、実際の住所と乖離
した地域名の存在について明らかにした。そして調査によって得られた各地域名の分布の
うち、住所との不一致が大きい地域名と住所との不一致はあるが大きくはない地域名につ
いてまとめた。その結果、建物名称に地域名がつけられる要因として、行政区画が多くの
地域名において大きな根拠となることを確認した。しかし、駅の立地、そして川、緑道な
どの地理的な特徴も一つの根拠として挙げられるということも確認された。また、同一名
の住所を持たない「都立大学」、「学芸大学」といった地域名が駅の立地と共に緑道という
地理的特徴を要因の一つとして持つことから、地理的特徴は地域名選択において大きな要
因となり得ることが考えられる。 
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第４章 名称密度等高線図による分析 
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4-1. 本章の意義 
 本章では、QGIS のアドインであるヒートマップを用いたデータのスムージングを行い、
「名称密度等高線図」を作成することにより、建物名称に含まれる地域名の圏域を推定す
る。その際、サンプル数の極端に少なかった、「野沢」、「富士見台」、「東が丘」、「光が丘」、
「洗足」、「粕谷」、「玉川」、「衾」、「桜新町」、「宮前」、「谷沢」、「宮が丘」、「下馬」、「新町」
そして、広域に分散している「目黒」、「世田谷」は除くものとする。 
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4-2. 分析方法 
地域名称分布の圏域について 
 GIS 上に落とし込んだ地域名称分布を「地域名称分布の圏域」として表すべく、密度を
もとにしたデータのスムージングを行う。 
 
データのスムージングについて 
 データのスムージングを行うにあたって、GIS 上の地域名称一つひとつに密度を持たせ
地域名称分布の密度を算出する。そのためにまず一つの点を中心に一定距離のバッファを
作成し、地域名称数を数える。そしてそれを密度として捉え、重みづけをしたヒートマッ
プである「名称密度等高線図」を作成することで、それぞれの地域名称の圏域を推定する
ものとする。 
      
 
図 21 データのスムージング例 
 
バッファについて 
 本研究では(1)80mバッファ、(2)400mバッファのそれぞれについてデータのスムージン
グを行うこととする。これは「不動産の表示に関する公正競争規約施行規則」第５章 表
示基準 第 10条「物件の内容・取引条件等に係る表示基準」(10)において定められている、
「徒歩による所要時間は、道路距離 80メートルにつき１分間を要するものとして算出した
数値を表示すること。この場合において、１分未満の端数が生じたときは、１分として算
出すること。」という徒歩所要時間の算出基準をもとにして 80m という距離を地域名称分
布における基本単位と考え設定したものである。 
 データのスムージングを行わず、密度を計測した場合に比べて、「名称密度等高線図」は
建物の密度を推定するだけでなく、建物名称一つひとつ持つ地域名のポテンシャルを表す
ことができる。 
 
 
 
 
対象となる地域名称 対象以外の地域名称 
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図 22 データのスムージングを行わず、密度を計測した場合 
 
図 23 データのスムージングを行い、「名称密度等高線図」として計測した場合 
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図 24 自由が丘周辺の 80m名称密度等高線図 
 
 各地名の名称密度等高線図を表すことで、一様に分散しているように見えた点分布と比べ
て各々の地域名のクラスターがどのように隣接、集塊しているのかが視覚的に観察するこ
とができるようになる。地域名の要因を探るべく、住所による不一致が高いと判断された
地名である「自由が丘」、「田園調布」、「大岡山」、「尾山台」、「上野毛」、「用賀」、そして同
じ名前の住所を持たない、「都立大学」、「学芸大学」について考察を行うものとする。 
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図 25 「自由が丘」の 80m名称密度等高線図 
 
  「自由が丘」の分布は、自由が丘駅を迂回するようにして、自由が丘学園の立地する丘
への分布と、南北の丘に挟まれた谷線に沿っての分布の二種類に大別された。また東京急
行電鉄大井町線と東横線に挟まれ、自由が丘駅を中心に北東部と南西部に分断されるよう
な分布、東横線、大井町線、目黒線によって囲まれた分布といった鉄道沿線による分布も
確認された。また谷線に沿った分布はそこを通る九品仏緑道にも沿うようにして分布して
いる。北と東は呑川本流緑道の流れる谷線までの分布となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
自由が丘の行政区画 
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図 26 「田園調布」の 80m名称密度等高線図 
 
 「田園調布」の建物名称密度は田園調布駅東側の比較的標高の低い土地に高密度帯が存
在する。これは駅西側の地域は入り組んだ傾斜地となっていることによるものと考えられ
る。西側にも密度の比較的高い密度分布が認められるが、傾斜地を避けるように多摩川沿
いに分布している。またこの地域における分布の特徴として駅西側の放射状道路網の敷か
れた地域を避けるようにして、盤上に街路の敷かれた地域に高密度の分布が見られる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
田園調布の行政区画 
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図 27 「大岡山」の 80m名称密度等高線図 
 
 「大岡山」の建物名称密度は標高 30〜35mの高台に高密度帯が大岡山駅の南北に位置し
ている。このことから丘という要素が「大岡山」の地域名がつく一因となっていることが
確認された。住所内の高台に高密度帯が２箇所、住所外に５箇所確認されるように、大岡
山の住所を超えて、大岡山駅付近に高密度帯が存在することから、大岡山駅も地域名がつ
けられる根拠となっていると考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大岡山の行政区画 
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図 28 「尾山台」の 80m名称密度等高線図 
 
 「尾山台」という台地を思わせる地名に反して尾山台駅周辺の谷地に集中して「尾山台」
の建物名称は分布するようであることが分かった。他にも多摩川沿いに小規模に集中した
分布と、環八以南の少々周りより標高の低い箇所に分布しているという結果になった。尾
山台駅を南北に挟むようにしての分布からも分かるように、「尾山台」の地域名は駅の位置
に地域名のつけられる要因があると考えられる。また、点分布の際に尾山台の住所を外れ
ていた建物名称は、図 28では低密度帯となっており高密度な地域名としての分布は住所内
に存在するという結果になった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
尾山台の行政区画 
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図 29 「上野毛」の 80m名称密度等高線図 
 
 谷沢川を囲むようにしてその周りの台地に集中して分布しているという特徴が「上野毛」
の建物名称分布にはあることが確認された。点分布の際と同じく、上野毛の行政区画を外
れて分布する高密度帯もあることから地域名の要因として住所は可能性が薄い。しかし、
最も顕著な高密度帯は上野毛駅の北東に位置しているため、要因としては谷沢川と上野毛
駅の両方の線が考えられるという結果になった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
上野毛の行政区画 
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4-3. 80m名称密度等高線図の分析結果 
 住所との不一致が大きな 5 つの地名について、80m 名称密度等高線図の描画を行い考察
を行った。ここにおいても各同一名の駅と、川、台地、谷線のような地理的要因によって
高密度帯が作られている、すなわち地域名の要因として①同一名称の駅、②地形、地理的
特徴の二つの線が考えられる結果となった。 
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4-4.自由が丘周辺の 400m名称密度等高線図の分析 
 
図 30 自由が丘周辺の 400m名称密度等高線図 
 
 400m の名称密度等高線図によると、80m の名称密度等高線図を用いた際よりも建物名
称の分布が密度として視覚的に明確となった。そこでこの 400m名称密度等高線を用いて、
自由が丘辺縁の境界を求めることとする。 
 本章では住所との不一致が大きい「自由が丘」、「田園調布」、「大岡山」、「尾山台」、「上
野毛」について 400m のヒートマップを用いた名称密度等高線図を用意した。各々、名称
密度等高線図 80mの分布特徴をいくらか反映しているがあらためてその特徴を見ていくも
のとする。その際、前章で明らかとなった河川、緑道、丘、谷といったような地理的特徴
に着目して標高データと共に分析を行う。 
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図 31 400m「自由が丘」名称密度等高線図  
 
 自由が丘駅を中心として南北に分かれて高密度帯が分布している。名称密度等高線 80m
では自由が丘学園の立地する丘に分布するものと、谷線に沿うものに大別されていたが、
本図では、高密度帯は 
・自由が丘学園の立地する丘に向かって尾根線上に分布するもの 
・九品仏緑道の流れる谷線に沿って分布するもの 
といった２種類に大別される。 
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図 31 400m「田園調布」名称密度等高線図 
 
名称密度等高線図 80mと同様に田園調布駅東側の平らな低地に高密度帯は分布している。 
 
図 32 400m「大岡山」名称密度等高線図 
 「大岡山」の名称密度等高線 400でも 80と同様に標高 30〜35mの高台に集中して立地
するが、80とは違い、大岡山駅へ向かって等高線が尾根線状の拡がりを見せている。 
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図 33 400m「尾山台」名称密度等高線図 
 「尾山台」もやはり尾山台駅のある谷地を中心に分布の拡がりを見せている。 
 
 
図 34 400m「上野毛」名称密度等高線図 
 「上野毛」の名称密度は 80mのものよりもいっそう谷沢川を中心としてその流れに沿う
ようにして北へと拡がっている様子がうかがえる。 
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4-5. 名称密度等高線図を用いた圏域の推定 
 次に、名称密度等高線 400 を用いて、自由が丘辺縁の境界を求めることとする。その際
に名称密度等高線図における等高線のバンド幅を最小値と最大値が同一のものとなるよう
にして調整を行った。 
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図 35 「自由が丘」と「深沢」について  
 呑川本流緑道の通る谷線が境界線になっていると考えられる。 
 
 
図 36 「自由が丘」と「大岡山」について 
丘と丘の間の谷線が境界線となっており、呑川本流緑道の通る地帯である。 
 
「深沢」名称密度 
「大岡山」名称密度 
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図 37 「自由が丘」と「中根」について 
 自由が丘学園からなる丘のふもとが境界となっている。 
 
 
図 38 「自由が丘」と「田園調布」について 
 「田園調布」の高密度地帯となる箇所は 25～30mの平坦な低地でありそこから丘へと登
る地帯が境界となりうる。 
「田園調布」名称密度 
「中根」名称密度 
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図 39 「自由が丘」と「都立大学」について 
 中根と同じく、自由が丘学園からなる丘のふもとが境界となっている。 
 
 
図 40 「自由が丘」と「等々力」について 
 「等々力」と「自由が丘」は共に自由が丘学園から拡がる丘の上に存在することからか
地理的な特徴のある境界は認められず、代わりに無名の道が境界となっている。 
「等々力」名称密度 
「都立大学」名称密度 
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図 41 「自由が丘」と「八雲」について 
 呑川本流緑道からなる谷線が境界となっている。 
 
 
図 42 「自由が丘」と「尾山台」について 
九品山浄真寺からなる小高い山が境界となっている。 
  
「尾山台」名称密度 
「八雲」名称密度 
73 
 
4-6. ４章のまとめ 
 本章では地域名の圏域を明らかにすべく、「自由が丘」と隣接する地域名である、「深沢」、 
「大岡山」、「中根」、「田園調布」、「都立大学」、「等々力」、「八雲」、「尾山台」について地
理的特徴に着目して各名称密度等高線図の比較を行った。その結果、「等々力」以外の地域
名において、呑川本流緑道とそれが成す谷線、自由が丘学園からなる丘、九品仏浄真寺か
らなる丘といった地理的特徴が圏域を規定する要因となり得ることがわかった。 
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第５章 総括 
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5-1. まとめ 
各章の内容をまとめる。 
 
第１章では「建物名称に含まれる地域名は、地理的特徴によって選択される」という仮説
を立て、既往研究を整理を行うことで本研究の分析対象を明らかにするとともに、「建物名
称に含まれる地域名の空間分布に着目しその拡がりを観察、分析することで、都市構造の
一端を明らかにしていく」を本研究の目的として示した。 
 
第２章では研究対象地域の地誌について理解を深め、その地域に存在する地名についての
由来を整理することで、地形や地理的特徴を表す地名や、それに由来するものが多く存在
することを明らかにし、建物名称においても、建物の立地に際しての地理的要因に由来し
て地域名を選択するといったような要因も考えられることを示した。また、対象地域の地
名について整理することで、分析対象とすべき地名をあきらかにした。 
 
第３章では調査した地域名を自由が丘周辺の地域名の住所との一致率に着目して整理する
ことで、実際の住所と乖離した地域名の存在について明らかにし、仮説を立証し得る対象
となる地域名を選定した。さらに GIS を活用し、建物名称の分布を視覚化することでその
分布の特徴について考察した。行政区画が多くの地域名において大きな根拠となることを
確認しつつも、同一名の住所を持たない「都立大学」、「学芸大学」といった地域名が駅の
立地と共に緑道という地理的特徴を要因の一つとして持つことから、地理的特徴は地域名
選択において大きな要因となり得ることを確認した。 
 
第４章では、GIS上でデータのスムージングを行い、「名称密度等高線図」80mと 400mの
2種類を作成することにより、建物名称に含まれる地域名のクラスターの特徴と「自由が丘」
周辺の地域名との境界を明らかにした。その結果、谷線や丘、緑道といった地理的要因に
よって圏域が決定されることを明らかにした。 
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5-2. 結論 
本研究の結論は以下の 4点に集約される。 
本研究の成果として  
1. 地域名の選択要因として、住所の他に地理的特徴、同一名の駅の立地が挙げられる。  
2. 名称密度等高線図を活用することにより、地域名の分布と圏域を視覚化した。  
成果による推論に基づくものとして  
1. 同一名の駅と地理的特徴が地域名のクラスターとしての分布を決定づけている。  
2. 地域名の圏域の境界は地理的特徴によって定めることができる。  
 
 本研究において新規性のある成果として、地域名の圏域を名称密度等高線図として視覚
化したということが挙げられる。名称密度等高線図によって地域名と地域名の競合を明示
することができ、それが地形と関連を持つことを明らかにしたということに本研究の新規
性はあると考える。 
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5-3. 結論をふまえた考察 
(1) 「自由が丘」の地域名について 
 「自由が丘」の建物名称は 400m の名称密度等高線図によって高密度帯が自由が丘駅を
中心に、自由が丘学園の立地する丘に向かって尾根線上に分布するものと九品仏緑道の流
れる谷線に沿って分布するものに分かれたことから、自由が丘駅のようなターミナル駅を
同一名として持つ地域名では駅周辺を避けてマンションやアパートが立地すると考えられ
る。 
  
(2) 名称密度等高線図による圏域の視覚化について 
 本研究を通して、地理的要素によって地域名の圏域を設定することができるということ
が明らかになった。この圏域設定を用いることで、地域名の指し示す適正な地域の範囲を
知ることができ、不動産の表示に関する公正競争規約※１にあるような名称の使用基準に明
確な範囲を指定し、地名の使用に関する一定のルールを示すことができると考える。 
 
(3) クラスターとしての地域名の分布について 
 80m の名称密度等高線図により、地域名のクラスターとしての分布が地理的特徴に基づ
いて存在しているということがわかり、マンションやアパートの名称が丘や谷線、緑道に
由来を求めるということが考えられる。このことから、不動産業者や開発者が不動産の立
地に関してどの住所に属しているのかということよりも、どのような地理的条件があるか
ということを命名の際に重要視しているのではないかと考えられる。 
 
(4) 圏域の境界となる地理について 
 地域名の圏域が地理的要素によって決定されるということから、 
また、圏域の境界の一つである呑川本流緑道や九品仏川緑道といった緑道は古くは川であ
ったいわゆる暗渠であり、こうした川が暗渠となった後に周辺の地域名を隔てる存在にな
るということを示唆している。河川はまちとまちを隔てるエッジとなる性質を有している
が、暗渠化したとしてもその性質がそのまま受け継がれると考えられる。 
 
  
(5) 仮説の立証について 
 「建物名称に含まれる地域名は、地理的特徴によって選択される」という仮説を地域名
の圏域を視覚化することで立証を試みたが、駅の立地といった他の要因や地理的要素とし
ても、標高について数値的な分析が不十分であり、立証するためには未だ十分な分析がで
きているとは言い難い結果であると考えられる。 
 
 
78 
 
5-4.今後の課題 
(1) 仮説の立証について 
 本研究では、地域名の圏域を視覚化するということに留まっており、科学的根拠を示す
には不十分であった。そのため、この名称密度等高線図を用いて、数式として具体的にど
こまでがまちの範囲であるかということを明示できる根拠を示すことが必要となると考え
られる。また、地理的特徴が圏域を規定していることを証明するために、標高データを用
いた回帰分析が必要である。 
ロジスティック回帰分析として、 
目的変数：「自由が丘」の地域名が使用されるかどうか  
説明変数：自由が丘駅からの距離、標高  
また、 
目的変数：自由が丘の住所内に建物が存在するか  
説明変数：自由が丘駅からの距離、標高  
としてそれぞれロジスティック回帰分析を行い、有意性があるかを検証する必要がある。 
  
 
 (2) 地域名の圏域の利用について 
 本研究で明らかとなった圏域設定を用いることで、不動産における地名の使用に関する
一定のルールを示すことができると考える。マンションやアパートの類についての地名の
使用のみならず、「住みたい街ランキング」や「住みよい街ランキング」といった人気の街
を調査する際に、駅名を街の代表として扱っている事例が多いが、本研究で得られた圏域
とそういったランキングで示される街の範囲の乖離について調査する必要がある。そのた
めには街の人気度を調査した情報誌や、サイトの運営者にインタビュー調査を行い、ラン
キング作成過程を明らかにし、そのランキングに使用されている街の範囲が適切かどうか
を見極める必要があると考えられる。 
 
 
(3) 名称密度等高線図作成に関する課題 
 名称密度等高線図において、カーネル密度の導入が改善点として考えられる。本研究で
は QGIS のヒートマッププラグインを用いて密度を規定するのみにとどまったが、カーネ
ル密度推定の手法を導入することで、名称密度等高線図にまた違った挙動が観察できると
予想できる。そのため今後カーネル密度推定を用いた名称密度等高線図のモデルのブラッ
シュアップが求められる。 
 
 
 
79 
 
参考文献 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
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